
 

     

 

「一人はみんなのために みんなは一人のために」  

４月…新年度当初は、新任式・始業式、入学式、１年生を迎える会、学習参観・育友会総会、

家庭訪問・・・と、本校も含め和歌山市内のコロナウイルスの感染状況が大変気になるところで

はありますが、何とか無事に予定通り行うことができました。これも学校だけではなく各家庭に

おいても、マスクの着用や手洗いの徹底等のご理解・ご協力のおかげです。今後も検温等の朝の

健康観察や「早寝・早起き・朝ごはん」といった規則正しい生活習慣のサポートもよろしくお願

いします。 

さて、３年ぶりに「１年生を迎える会」が、運動場での対面

で実施されました。児童会代表からのお祝いのメッセージと新

1 年生からのお礼の言葉という集会でしたが、ほのぼのとした

とっても素敵な場面でした。そして、6 年生は学校のリーダー

として、1 年生の教室へ行き、教室やローカの掃除や給食の後

片付けを手伝いに頑張ってくれています。「一人はみんなのた

めに みんなは一人のために」という心構えで、どの学年の子

供も、ようやく新学年に慣れてきたかなと感じています。 

人間は得てして、意識しないと「欠点、不十分、不満、矛盾など」に目が向き、否定的な(後ろ

向き)言葉かけになりがちです。見方を変えて、「良い点、頑張っている点、前進したこと、上手

くいっている部分等」に目を向ける肯定的な(前向き)言葉かけにすると、言葉がけをした方もさ

れた方も、心が明るく豊かになったように感じるから不思議なものです。一人一人の良さは漠然

と見ていると、なかなか見えてこない場合が多いように思われます。子供のちょっとしたがんば

りや意欲に目を配り、結果ばかりではなくがんばる過程をしっかりと認めてあげてください。そ

うすることで、子供は達成感や充実感で心が満たされ、自信や次の意欲へとつながります。 

先日、１年生の教室で困っている子に、「気持ちを言ったら楽になるよ。言ってごらん」と声

をかけている子がいました。とっても微笑ましいスカッとする場面でした。 

学校では、学び合う楽しさを味わい、わかる授業の確立、生き生きと笑顔いっぱいの活気あふ

れる学校にしていきたいと考えます。学校の教育力を通して、子供たちの人間力を豊かに育てる

ことに心がけていきたいと思います。ご家庭でも、子供たちに肯定的な言葉かけを心がけ、子供

の「がんばる力」につなげていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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